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１．事業の経緯・背景 

東京電力福島第一原子力発電所では，建屋への地

下水等の流入により，1 日 400m3の汚染水が発生し

ている．増え続ける汚染水の問題は，福島第一原子

力発電所の廃炉を進めていく上で最も深刻な課題

の一つである．汚染水の量を抜本的に低減させるた

めには，建屋への地下水流入量を抑制する必要があ

る．2013 年 4 月より開催された「汚染水処理対策委

員会」において，地下水流入抑制のためには，東京

電力が取り組んでいる地下水バイパス，建屋近傍の

サブドレンによる水位管理等の対策 (1)に加え，追加

的な対応策も含めて重層的に施策を進め，信頼性の

高い全体計画とする必要があり，粘土壁，グラベル

連壁等の比較選定の結果，「凍土方式による陸側遮

水壁」が適切であると判断された (2)． 

凍土方式による陸側遮水壁（以下，凍土方式遮水

壁）により長期間建屋を囲い込む取組は，世界に前

例のないチャレンジングな取組みであり，大規模か

つ長期間の凍土方式遮水壁の運用，埋設物が存在す

る場所での遮水壁の造成等，多くの技術的課題への

対応について調査・検討することが必要である．経

済産業省資源エネルギー庁では，1 号機から 4 号機

までの主要建屋全体を凍土方式遮水壁で取り囲む

「大規模整備実証事業」に先がけ，福島第一原子力

発電所の現地盤における本技術の成立性を検証す

るためにフィージビリティ・スタディ事業（以下，

FS 事業）を実施した． 

２．事業の実施項目 

FS 事業では，小規模の凍土壁造成等を通じて，福

島第一原子力発電所において凍土方式による遮水技

術の成立性の検証を行うことを目的として試験計画

を策定した．FS 事業実施位置及び大規模整備実証事

業における凍土方式遮水壁位置を図-1 に，FS 事業で

実施した実証試験項目を表-1 に示す． 

 
図-1 凍土方式遮水壁概略平面図 

表-1 実証試験項目一覧 
実証試験① 凍土方式の小規模遮水壁実証試験 
実証試験② 

（敷地外で実施） 
埋設物の存在を前提とした遮水壁施工技

術に関するモックアップ試験 
実証試験③ 

（敷地外で実施） 
地下水流速が速い箇所での遮水壁運用の

ための技術の成立性に関する検証等 
実証試験④ 注水特性評価試験 

（１）実証試験① 

福島第一原子力発電所における凍土方式遮水壁の

成立性実証及び長期供用を前提とした施工計画及び

施工管理に必要なデータ取得を目的として，当該地

盤で小規模の凍土方式遮水壁を造成した（試験項目

を表-2 に示す）．小規模凍土方式遮水壁の平面形状

は 10m 四方で，深度は約 30m である（図-2）． 

 
図-2 小規模凍土方式遮水壁 断面図 (3) 
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表-2 実証試験①試験項目一覧 
1 小規模凍土方式遮水壁の造成試験 
2 小規模埋設物の横断箇所を対象とした凍土造成試験 
3 小規模凍土方式遮水壁内部の揚水試験 
4 凍結膨張に関する試験 
5 融解挙動に関する試験 
6 凍結管充填材に関する検討 
7 光ファイバーによる地中温度測定に関する検討 
8 ブライン漏洩検知に関する検討 
9 凍結管交換に関する検討 

10 凍結管ピッチに関する検討 
11 維持運転に関する検討 
12 ケーシング下端部の止水方法に関する検討 

（２）実証試験② 

凍土方式遮水壁は，凍結管を埋設物に貫通するこ

とで埋設物下部においても遮水壁を造成できるが，

埋設物内部に汚染水が滞留している場合は，削孔に

よる汚染水の漏洩が問題となる．実証試験②では，

トレンチ内の汚染滞留水を周辺地盤に漏洩させない

削孔方法として，マルチステップボーリング（図-3）

の施工性確認をモックアップ試験により行った． 

 
図-3 マルチステップボーリングイメージ (3) 

（３）実証試験③ 

大規模整備実証事業では，凍土方式遮水壁により

地下水流を約 500m にわたって締切るため，凍土閉

合に伴う地下水の堰上げにより，凍結の遅れた凍結

管間の地下水流速が増大し，部分的に凍土造成を阻

害する可能性がある．実証試験③では，大型土槽を

用いた試験（図-4）により，地下水流が凍結に与え

る影響等を定量的に評価した． 
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図-4 大型土槽試験体（地下水流影響評価）(3) 

（４）実証試験④ 

実証試験④では，注水技術の成立性を検討するこ

とを目的として，福島第一原子力発電所 5，6 号機横

において注水特性評価試験を実施した（図-5）． 
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図-5 注水井戸及び地下水位観測井平面配置 (3) 

３．事業の実施期間 

FS 事業の実施期間は，平成 2013 年 8 月 9 日から

2015 年 3 月 31 日である．2014 年 12 月を目途に試験

を実施し，その後，報告書の取りまとめを行った．

試験項目毎の概略工程を図-6 に示す． 
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図-6 FS 事業概略工程表 

４．おわりに 

本事業は経済産業省資源エネルギー庁の委託事業

として実施したものである．FS 事業の成果は適宜，

陸側遮水壁タスクフォースでの審議を踏まえ，大規

模整備実証事業の計画，設計に反映されており，そ

れらの情報は陸側遮水壁タスクフォースのホームペ

ージで公開されている (4)．FS 事業で得られた知見等

は，大規模整備実証事業のみならず，様々な凍結工

事の技術向上に役立つと思われる． 
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